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2.14.2. 教員実績概要 
職名： 教授 氏名： 村山 優子 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報ネットワーク論，専門英語 II，ソフトウェア情報学総論，ソフトウェア演習 A/B/C，メディアシステム演習 A/B/C，
メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報セキュリティ特論 III，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，ソフトウェア情
報学特別研究，特別ゼミナール 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ボランティアベースで，金曜日 18:00 以降に研究ミーティングを開催している．どの学年でも参加可能だが，ほと
んどは，3年生以上の有志の学生である．自分たちの関る研究や興味をもつ分野の紹介を行う．研究指向型教育の実
践を行っている． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) Murayama, Y. and Fujihara, Y.: Issues on Anshin and its factors, In Yan, Z. (ed) “Trust Modeling and 
Management in Digital Environments”, IGI global. ISBN13: 9781615206827, chapter 18 担当 pp.441-452 
2010 年 2 月 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 藤原康宏，山口健太郎，村山 優子:情報セキュリティの専門知識を持たない一般ユーザを対象とした安心感の要
因に関する調査，情報処理学会論文誌，Vol.50 No.9 , pp.2207-2217 2009 年 9 月 
2) Saito Y. and Murayama, Y.: A Proposal of an Interactive Broadcasting System for Audience-driven Live 
TV on the Internet, 情報処理学会論文誌, Vol.51 No.2 pp.517-528 (情報処理学会英文論文誌:Journal of 
Information Processing, Vol. 18 pp. 26-37) 2010 年 2 月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Saito, Y. and Murayama, Y. : An Empirical Study of Audience-Driven Interactive Live Television on the 
Internet, In Adjunct Proceedings of European Interactive TV Conference (EuroITV2009), pp. 2-5 2009
年 6 月 
2) Nishioka, D., Inoue, A., Fujihara, Y. and Murayama Y. : A study on triggers of informal communication 
using questionnaires, The 28th North American Fuzzy Information Processing Society Annual Conference 
(NAFIPS2009) (in CD)，全 6 頁 2009 年 6 月 
3) Murayama, Y., Fujihara, Y., Nishioka, D., Hauser, C. and Inoue, A. : Anshin as Emotional Trust: A 
Comparison Study Between U.S. and Japanese Non-computer-science Students, Proc. of the Ninth Annual 
International Symposium on Applications and the Internet, pp. 161-164 2009 年 7 月 
4) Saito, Y., Isogai, Y.  and Murayama, Y.: An Experimental Analysis of Accumulated Audiences’ Comments 
for Video Summarization”, International Workshop on informatics (IWIN 2009), pp. 119-124 2009 年 9
月 
5) 西岡大，藤原康宏，村山優子: 安心を与えるコミュニケーション支援のための調査：KJ 法を用いた質問紙作成
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のための予備的調査”, マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム論文集，pp.78-84
2009 年 7 月 
6) 藤原康宏，村上遥，村山優子: 危険な web サイトへのアウェアネスを支援する不快なインタフェースの試作と
評価”, マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム 2009，pp.85-91 2009 年 7 月 
7) 佐藤義祐，藤原康宏，村山優子: 小売業者を対象とした賞味期限・消費期限の管理方法の調査”, マルチメデ
ィア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム論文集，pp.1000-1004 2009 年 7 月 
8) 磯貝佳輝, 齊藤義仰, 村山優子 (2009)“視聴者からのコメント情報を用いたダイジェスト動画作成支援システ
ムの実装と評価”, マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム論文集, pp.1171-1178
2009 年 7 月 
9) 齊藤達郎，齊藤義仰，峰野博史，村山優子 (2009)“PrinterSurf：モバイル環境に適した印刷システムの設計
と実装”，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム論文集，pp. 379-386 2009 年 7
月 
10) 齊藤義仰，宮本正晴，工藤直己，村山優子 (2009)“通信トラフィック削減を目指した高品質静止画像撮影機能
付きインターネット放送システムの提案”，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム
論文集，pp. 439-448 2009 年 7 月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 村山優子，藤原康宏，井上敦司，カール・ハウザ: 情報セキュリティについての安心感の日米学生比較”，情報
処理学会コンピュータセキュリティ研究会，Vol.2009-CSEC-45 No.23 2009 年 5 月 
2) 藤原康宏，村山優子: 利用者の危険アウェアネスを促す不快なインタフェースの提案, 情報処理学会情報セキ
ュリティ心理学とトラスト(SPT)研究グループ研究発表会資料，pp.1-4 2009 年 10 月 
3) 西岡大，藤原康宏，村山優子: KJ 法を用いた情報セキュリティ技術に対する安心感の質問項目の検討, コンピ
ュータセキュリティシンポジウム 2009(CSS2009)論文集，pp.847-852 2009 年 10 月 
4) 藤原康宏，植草理, 加藤幸祐，村山優子 (2009)“トラックドライバの安心に関する質問紙の開発”, コンピュ
ータセキュリティシンポジウム 2009(CSS2009)論文集，pp.841-846 2009 年 10 月 
5) 齊藤達郎, 齊藤義仰，村山優子“PrinterSurf:プリンタ共有システムにおけるセキュリティ機能の検討と実装”，
コンピュータセキュリティシンポジウム 2009(CSS2009)論文集，2009 年 10 月(デモ発表) 
6) 齊藤義仰，村山優子: 視聴者指向のインターネット放送への取り組み, 情報処理学会研究報告「グループウェ
アとネットワークサービス（GN）」, Vol.2010-GN-074 No.19 全 6 頁 2010 年 1 月 
7) 齊藤達郎，齊藤義仰，峰野博史，村山優子: PrinterSurf：モバイル環境に適した印刷システムの実用化に関す
る検討, 情報処理学会研究報告「マルチメディア通信と分散処理（DPS）」, Vol.2010-DPS-142 No.19 全 6 頁 2010
年 3 月 
8) 佐藤義祐，藤原康宏，村山優子: 商品の賞味期限管理を実現する POS システムの開発,情報処理学会第 72 回全
国大会 5ZE-8 2010 年 3 月 
9) 長野将広，齊藤義仰，村山優子: 視聴者のコメント情報を用いた広告挿入アルゴリズムの検討, 情報処理学会
第 72 回全国大会 5ZC-2 2010 年 3 月 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費：基盤研究(B)虚偽の安心と真の安心に関する研究，4,940 千円,研究代表者 
2) 奨学寄附金： セコム科学技術振興財団 3,000 千円,研究分担者 
3) 共同研究費：日産ディーゼル， 800 千円 
4) 岩手県立大学公募型研究助成：“学校不適応傾向を示す児童生徒並びに家庭への適切な支援の在り方” 1,500
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千円，研究分担者 
5) 岩手県立大学研究関連助成金 300 千円, 代表者 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
1) 『ネット社会に「安心」を』で紹介される,いわて経済同友 1 月号 「あすを拓く岩手の産学官連携」 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
研究科入試委員会委員長 
(c) 学生支援 
講座の学生のチュートリアル 
(d) その他 
東ワシントン大学とともに大学院生および教員の米国での研究レベルの交流を平成 20 年度より開始 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 文部科学省 科学技術専門調査員 
2) 文部科学省 次期学術情報ネットワークに関する検討会委員  
3) 総務省 情報通信審議会 専門委員 
4) NICT 委託研究評価委員 
5) IPA 情報セキュリティ関連事業審議委員 
6) IPA 情報セキュリティと行動科学研究会委員 
7) IPA セキュリティ用語集運用検討委員 
8) 盛岡市情報化基本計画策定懇話会委員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
日産ディーゼルとの共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会セキュリティ委員長 
2) 情報処理学会情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ幹事 
3) 情報処理学会コンピュータセキュリティ研究会顧問 
4) 情報処理学会論文誌特集号編集委員 
5) 情報処理学会平成 21 年度代表会員 
6) 電子情報通信学会 ユビキタスネットワーク社会におけるバイオメトリクスセキュリティ時限研究専門委員会
専門委員 
7) FIT2010 プログラム委員長 
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8) IWSEC2009 アドバイザリ委員 
9) IFIP SEC2009 プログラム委員 
10) IFIP TC11 WG コーディネータ 
11) IFIP WG11.11 Vice Chair(副委員長) 
12) IFIP TM2009 プログラム委員 
13) IFIP TM2010 組織委員長 
14) IFIP SEC2010 プログラム委員 
15) IFIP SEC2011 Program Co-Chair(プログラム委員長) 
(f) その他 
1) 筑波大学「リスク工学専攻大学院ＧＰ」外部評価委員 
 
[主な業績］ 
インターネット上のインフォーマルコミュニケーションサービスを提供するシステムについて,必要とされるネ
ットワーク技術，協調支援，サービス提供のビジネスモデルおよびセキュリティ機能の研究を行った．具体的な内
容としては以下の研究課題である．  
1. WWW 上の戸口通信の開発と運用 
2. インターネット放送に関する研究 
3. インターネット上のプリンタサーフの研究 
4. 安心とトラストに関する基礎研究 
5. 不快なインタフェースの応用に関する研究 
6. 安心感を考慮したリスクコミュニケーションについての研究  
1 は, インターネット上に戸口のメタファを利用した通信システムを構築し運用実験を行う研究である．特に平
成 21 年度は, 戸下通信の実践的な応用について運用実験を行った.  
2 は,様々な形のインターネット放送について実践的に研究した. 特に,従来の放送ではなく,ネットワークの双
方向の特質を生かしたインタラクティブな放送の運用実験を行った.   
3 は, インターネット上での紙媒体と電子媒体の融合によるコミュニケーション基盤の構築に関する研究であ
る. 今年度はソフトウェアが完成し, シンポジウム等において運用実験を行った. 
4 は, ネットワーク上のシステムやサービスの安心感などの主観的評価について考察した. 安心感について,米
国の大学生と岩手県立大学の学生への質問紙調査結果の分析を再度検討し，比較を行った.   
5 は,インタフェースから不快感を利用者に与えることにより, システムのセキュリティに関する危険な状態を
気づかせることを目標にした研究である. 電子メールの誤送信を避けるための応用について研究し, 試作品を設
計,実装した. 
6 は, 安心の要因の応用として，相手を安心させるためのインフォーマルコミュニケーション支援技術について
研究した.KJ 法を利用し,情報セキュリティに関する安心感についての質問紙に反映させた. 
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職名： 講師 氏名： 藤原 康宏 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報科教育法 I/II，教育実習 I/II，学の世界入門，プロジェクト演習 I，ソフトウェア演習 A/B/C，メディアシス
テム演習 A/B/C，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム評価特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) Murayama, Y. and Fujihara, Y.: Issues on Anshin and its factors, In Yan, Z. (ed) “Trust Modeling and 
Management in Digital Environments”, IGI global. ISBN13: 9781615206827, chapter 18 担当 pp.441-452 
2010 年 2 月 
2) 植野真臣，森本康彦，藤原康宏，安藤雅洋，永森正仁，荘島宏二郎，橋本貴充訳： 大学生のための学習マニュ
アル，L. Tamblin & P. Ward 著 “The Smart Study Guide – Psychological Techniques for Student Success-”，
培風館， 5 章「PBL と協調学習」及び付録 2担当 pp.82-105, pp.262-265 2009 年 4 月 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 藤原康宏，山口健太郎，村山 優子:情報セキュリティの専門知識を持たない一般ユーザを対象とした安心感の
要因に関する調査，情報処理学会論文誌，Vol.50 No.9, pp.2207-2217 2009 年 9 月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Nishioka, D., Inoue, A., Fujihara, Y. and Murayama Y. : A study on triggers of informal communication 
using questionnaires, The 28th North American Fuzzy Information Processing Society Annual Conference 
(NAFIPS2009) (in CD)，全 6 頁 2009 年 6 月 
2) Murayama, Y., Fujihara, Y., Nishioka, D., Hauser, C. and Inoue, A. : Anshin as Emotional Trust: A 
Comparison Study Between U.S. and Japanese Non-computer-science Students, Proc. of the Ninth Annual 
International Symposium on Applications and the Internet, pp. 161-164 2009 年 7 月 
3) 西岡大，藤原康宏，村山優子: 安心を与えるコミュニケーション支援のための調査：KJ 法を用いた質問紙作成
のための予備的調査”, マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム論文集，pp.78-84
2009 年 7 月 
4) 藤原康宏，村上遥，村山優子: 危険な web サイトへのアウェアネスを支援する不快なインタフェースの試作と
評価”, マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム 2009，pp.85-91 2009 年 7 月 
5) 佐藤義祐，藤原康宏，村山優子: 小売業者を対象とした賞味期限・消費期限の管理方法の調査”, マルチメデ
ィア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム論文集，pp.1000-1004 2009 年 7 月 
 (d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 村山優子，藤原康宏，井上敦司，カール・ハウザ: 情報セキュリティについての安心感の日米学生比較”，情報
処理学会コンピュータセキュリティ研究会，Vol.2009-CSEC-45 No.23 2009 年 5 月 
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2) 藤原康宏，永岡慶三: “形成的評価としての学習者間レポート相互添削の実践”, 教育システム情報学会第 34
回全国大会，pp.62-63 2009 年 8 月 
3) 藤原康宏，村山優子: 利用者の危険アウェアネスを促す不快なインタフェースの提案, 情報処理学会情報セキ
ュリティ心理学とトラスト(SPT)研究グループ研究発表会資料，pp.1-4 2009 年 10 月 
4) 西岡大，藤原康宏，村山優子: KJ 法を用いた情報セキュリティ技術に対する安心感の質問項目の検討, コンピ
ュータセキュリティシンポジウム 2009(CSS2009)論文集，pp.847-852 2009 年 10 月 
5) 藤原康宏，植草理, 加藤幸祐，村山優子 (2009)“トラックドライバの安心に関する質問紙の開発”, コンピュ
ータセキュリティシンポジウム 2009(CSS2009)論文集，pp.841-846 2009 年 10 月 
6) 佐藤義祐，藤原康宏，村山優子: 商品の賞味期限管理を実現する POS システムの開発,情報処理学会第 72 回全
国大会 5ZE-8 2010 年 3 月 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金（若手研究Ｂ），“ピア・アセスメントにおける他者評価能力の可視化ツールの開発”，研究代
表者 
2) 岩手県立大学 先端・独創的研究助成，“インターネット利用時の危険への気づきを喚起するインタフェースの
研究”，研究代表者 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部・入試部会(入試検討委員会)，学部・プロジェクト演習タスクフォース，研究科・入試委員会 
(c) 学生支援 
教職課程履修者の支援，写真部顧問 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
(独)情報処理推進機構 情報セキュリティと行動科学研究会 委員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
日産ディーゼルとの共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
IEEE Education Society Japan Chapter Secretary 
電子情報通信学会 教育工学研究専門委員会 幹事補佐 
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情報処理学会 情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ 運営委員 
日本教育工学会論文誌 増刊号編集委員 
教育システム情報学会 英文誌編集委員 
電子情報通信学会 情報システムソサイエティ ソサイエティ誌編集委員 
IFIP TM2010 Local Organization Chair 
電気学会 ＩＴリスク管理技術調査専門委員会 委員 
コンピュータ セキュリティ シンポジウム 2009 プログラム委員 
(f) その他 
該当なし 
 
 [主な業績］ 
研究課題（基盤研究費）：ピア・アセスメントにおける信頼関係構築の支援に関する研究 
近年，学習者が同じ学習コミュニティに属する他の学習者の成果物を評価するピア・アセスメントが盛んになっ
ている．本研究は，学習過程において学習者間で評価を行うことにより，学習効果の向上を行うことを目的とする．
これまで，公平性を担保したピア・アセスメント支援システムを開発し，その教育的効果について調査をしてきた．
ピア・アセスメントが教育的な効果をあげるには，個々の学習者が行う評価を信頼し，それを受け入れることが前
提となる．そのため，評価自体を評価するプロセスが必要となり，ネットワークを介したコミュニケーションにお
ける利用者間のトラストが重要となる．今年度は，電子媒体で提出されたレポートに，直接コメントを書き込む形
式のシステムを運用し，その結果について報告した.ネットワークを介したコミュニケーションにおけるトラストに
関する研究として，情報セキュリティに対するトラストに関する研究を行い，その成果を発表した．以上，これま
での成果を対外発表するとともに，今後のピア・アセスメントの支援のあり方に関する研究をすすめた． 
 
研究課題（全学研究費）：安心してインターネットを利用するための不快なインタフェースの研究 
インターネットを利用する際に，悪意を持って作成されたシステムやセキュリティ対策が不十分であるシステム
に遭遇する場合がある．本研究では，安心してインターネットを利用するために，このような場面で，利用者に不
快を与えることで，直感的に注意を促すことができるインタフェースの研究調査および試作システムの開発を行う．
昨年度までに実施した不快なインタフェースについてユーザ調査の分析結果，及び Web 閲覧ソフトに対するイン
タフェースの予備実験の結果について対外発表を行った．今年度は，外部からの危険に対する気づきの支援だけで
はなく，ユーザによるヒューマンエラーに対する気づきの支援を行う方法について検討した．応用例として，メー
ルの誤送信を防ぐために、メールソフトに対して不快なインタフェースの実装を行った。  
Journal of Faculty of Software and Information Science 2009 
180 
 
職名： 講師 氏名： 齊藤 義仰 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報ネットワーク実践論，基礎教養入門，コンピュータ入門，ソフトウェア演習 A/B/C，メディアシステム演習 A/B/C，
メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報ネットワーク特論 I，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Saito Y. and Murayama, Y.: A Proposal of an Interactive Broadcasting System for Audience-driven Live 
TV on the Internet, 情報処理学会論文誌, Vol.51 No.2 pp.517-528 (情報処理学会英文論文誌:Journal of 
Information Processing, Vol. 18 pp. 26-37) 2010 年 2 月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Saito, Y. and Murayama, Y. : An Empirical Study of Audience-Driven Interactive Live Television on the 
Internet, In Adjunct Proceedings of European Interactive TV Conference (EuroITV2009), pp. 2-5 2009
年 6 月 
2) Saito, Y., Isogai, Y.  and Murayama, Y.: An Experimental Analysis of Accumulated Audiences’ Comments 
for Video Summarization”, International Workshop on informatics (IWIN 2009), pp. 119-124 2009 年 9
月 
3) 磯貝佳輝, 齊藤義仰, 村山優子 (2009)“視聴者からのコメント情報を用いたダイジェスト動画作成支援システ
ムの実装と評価”, マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム論文集, pp.1171-1178
2009 年 7 月 
4) 齊藤達郎，齊藤義仰，峰野博史，村山優子 (2009)“PrinterSurf：モバイル環境に適した印刷システムの設計
と実装”，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム論文集，pp. 379-386 2009 年 7
月 
5) 齊藤義仰，宮本正晴，工藤直己，村山優子 (2009)“通信トラフィック削減を目指した高品質静止画像撮影機能
付きインターネット放送システムの提案”，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム
論文集，pp. 439-448 2009 年 7 月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 齊藤達郎, 齊藤義仰，村山優子“PrinterSurf:プリンタ共有システムにおけるセキュリティ機能の検討と実装”，
コンピュータセキュリティシンポジウム 2009(CSS2009)論文集，2009 年 10 月(デモ発表) 
2) 齊藤義仰，村山優子: 視聴者指向のインターネット放送への取り組み, 情報処理学会研究報告「グループウェ
アとネットワークサービス（GN）」, Vol.2010-GN-074 No.19 全 6 頁 2010 年 1 月 
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3) 齊藤達郎，齊藤義仰，峰野博史，村山優子: PrinterSurf：モバイル環境に適した印刷システムの実用化に関す
る検討, 情報処理学会研究報告「マルチメディア通信と分散処理（DPS）」, Vol.2010-DPS-142 No.19 全 6 頁 2010
年 3 月 
4) 長野将広，齊藤義仰，村山優子: 視聴者のコメント情報を用いた広告挿入アルゴリズムの検討, 情報処理学会
第 72 回全国大会 5ZC-2 2010 年 3 月 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
就職委員会，広報委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
日本ソフトウェア科学会インターネットテクノロジーワークショップ（WIT2010） プログラム委員 
情報処理学会 放送コンピューティング研究グループ （BCC） 幹事 
(f) その他 
該当なし 
 
 [主な業績］ 
研究課題：インターネット放送におけるインタラクティブ TV 技術の応用に関する研究 
本研究では，インターネット放送においてインタラクティブ TV の技術を取り入れることで，インターネット上に
おける新しいコミュニケーションの形を目指す．次世代のインターネット放送において，必要とされるインタラク
ティブ機能を研究・調査する．具体的には以下の研究を行った． 
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1. 次世代のインターネット放送に求められる機能の調査 
2. 使用帯域を節約するための技術の研究 
3. ダイジェストを作成する技術の研究 
4. 携帯電話を用いたインターネット放送技術の研究 
1 については，文献調査によりこれまでインタラクティブ TV の研究分野で提案されてきた機能を調査した．また，
岩手県立大学の学位記授与式や大学祭，その他の様々な行事をインターネット放送することにより，実践的に課題
の抽出を行った． 
2 については，帯域を節約するため動画は低品質で配信するが，任意のタイミングで視聴者が高品質静止画を記念撮
影するかのように取得できるシステムの開発を行った． 
3 については，動画につけられたコメント情報により，視聴者の視点でダイジェスト動画を作成できるシステムを開
発した． 
4 については，携帯電話を用いて動画を閲覧できるシステムを開発するため、関連研究を調査した． 
